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　田通遺跡は、濁川と笛吹川が合流する地域にあって、川の氾濫の多い場所です。遺跡の西側には微

高地が南北に長く延びていて、現在の落合町はこの微高地上に展開します。

　発掘調査は、出水が激しく遺構の確認も難しい調査でしたが、調査の結果、長さ約10ｍの畦状の高ま

りの上に12条の畝を検出しました。この畦状の高まりの上では南北方向に畝が作られていて、当時畑

として利用されていたと考えられます。時期も中世以降と考えられ、落合町の集落の周辺には「落合

氏屋敷跡」、「小曲氏屋敷跡」、「今井氏屋敷跡」が点在していることから、落合町の地域は中世か

ら村落としての開発が進んでいた地域であったと想像されます。

福部遺跡

田通遺跡

　福部遺跡は甲府市落合地区の濁川・平等川・笛吹川が合流する付近に位置しています。新山梨環状

道路東部区間Ⅱ期建設工事に伴い、発掘調査を実施しました。

　地表下約2.8ｍにある地層からは、中世を中心としたかわらけ、鉄滓（鍛冶行為をした際に出る不

純物）、中国製の青磁、白磁などの破片や宋銭などの遺物が出土しました。遺構は、畑跡２か所、

炭溜まり１か所のほか土坑やピットなどを確認しました。

　調査地点の西側には中世から近世の土豪の拠点とされる遺跡が複数点在しており、福部遺跡はこれ

らを取り巻く集落の生産遺跡である可能性が考えられます。
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